
「豊能町新たな行財政改革　推進計画」を策定しました
　町では、今後において、人口減少や高齢化などによる自主財源の減少に加え、公共施設の老朽化などによる維持管理費用 の増加が見込まれることから、このまま推移すると、財政調整基金などの基金の取り崩しによる財政運営が続くことになります。
　そこで、基金の取り崩しに頼ることのない健全な財政運営を目指すために、「豊能町新たな行財政改革推進計画」 を策定しました。
　その中で、「行政経営の改革」、「施設運営の改革」、「財政運営の改革」、「組織体制の改革」の４つの取組区 分を柱として、具体的な取組項目および内容をまとめており、計画の実現に向けて町全体で取り組んでいく予定です。
○取組の期間　令和7年度から令和11年度まで
○改革の取組み

Ⅳ.組織体制の改革
No. 取組項目 取組内容
1 職員定数の適正化 人口や行政規模に応じて、採用計画を見直し、職員定数の適正化を図ります。

2 職員の任用方法の多様化等
効率的な人員配置のために、任用方法の多様化を図るとともに任用基準を見直
します。

3 組織・機構改革、事務分掌の見直し
社会情勢等を踏まえ、全庁的に組織・機構の見直しを行うとともに、業務の平
準化を図るため事務分掌を見直します。

Ⅲ.財政運営の改革
No. 取組項目 取組内容

1 ごみ収集の有料化の検討 ごみ袋の有料化を含め、ごみ収集の有料化について検討します。

2 使用料・手数料の見直し
近隣市町の状況を調査の上、行政コストに見合うように使用料・手数料の見直
し・適正化を図ります。

3 土地（遊休地等）の売却 町有の遊休地について、売却可能なものから順次売却について検討します。

4 公有財産の有効活用
公有財産を賃貸借等（コインパーキングの導入等）により有効活用し、歳入増
加や地域の活性化を図ります。

5 新たな歳入確保の検討
広告収入等、新たな歳入の確保を図るとともに、新たに有料化が可能なものに
ついて検討します。

6 ふるさと納税の充実
新規返礼品の開拓や新規寄附者、リピーターの増加など、ふるさと納税の充実
を図ります。

7 町バスの新たな運用方法の検討 老朽化により維持管理費が嵩む町バスについて、新たな運用方法を検討します。

8 働き方改革の推進 時間外勤務の事前申請、ノー残業デーのさらなる徹底を図ります。

9 基金の効果的な運用 基金に属する現金を確実かつ効率的にさらなる運用を図ります。

10 負担金、補助金等の見直し
各種負担金や補助金等による支援がより効果的、効率的なものとなるように見
直しを検討します。

11 内部管理経費の節減
電算改修経費等の削減を図るとともに、光熱水費、消耗品費など、少額なもの
でも全職員が継続的に節約に取り組みます。

12 町税・保険料等の徴収率の向上 町税や保険料等の徴収機能を強化し、徴収率の向上を図ります。

13 公用車の管理運用方法の検討
近隣市町の状況を調査の上、公用車全般の新たな管理運用方法について検討し
ます。

問＝行財政課　☎７３９－３４１４
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「豊能町新たな行財政改革　推進計画」を策定しました
　町では、今後において、人口減少や高齢化などによる自主財源の減少に加え、公共施設の老朽化などによる維持管理費用 の増加が見込まれることから、このまま推移すると、財政調整基金などの基金の取り崩しによる財政運営が続くことになります。
　そこで、基金の取り崩しに頼ることのない健全な財政運営を目指すために、「豊能町新たな行財政改革推進計画」 を策定しました。
　その中で、「行政経営の改革」、「施設運営の改革」、「財政運営の改革」、「組織体制の改革」の４つの取組区 分を柱として、具体的な取組項目および内容をまとめており、計画の実現に向けて町全体で取り組んでいく予定です。
○取組の期間　令和7年度から令和11年度まで
○改革の取組み
Ⅰ.行政経営の改革
No. 取組項目 取組内容

1 ごみ収集業務の民間委託の検討
現行のごみ収集業務の体制やコストを踏まえ、ごみ収集の在り方について、民
間委託の拡充等多面的に検討します。

2 国保診療所の持続可能な運営方策の検討
新施設の開設に向け、医療の充実を図るとともに、効率的な運営方法について検討し
ます。また、将来的に一般会計に頼らない自主運営に向けた方策も併せて検討します。

3 各種団体の自立化 各種団体の事務局事務補助の見直しを進めます。

4 企業誘致の推進 地域の活性化、沿道の賑わいづくりや雇用の場の確保を目指し、企業誘致の推
進を図ります。

5 学校跡地の利活用 義務教育学校開校に伴う3小学校跡地の効果的な利活用について検討します。

6 地域との協働 地域課題の解決を図るとともに、自治会等の活動を活発化させ、町と地域住民
との協働方策について検討します。

7
DX（デジタルト
ランスフォーメー
ション）の推進

職員のICTリテラシーを向上させ、ペーパーレス化の徹底による業務の迅速
化・高度化を推進します。

Ⅱ.施設運営の改革
No. 取組項目 取組内容

1 本庁舎整備事業
本庁舎は施設の老朽化、一部建物が耐震基準を満たしていないことから、防災
拠点等としての役割を果たすため、「豊能町庁舎整備（耐震化）方針」に基づ
き、本庁舎機能の一部移設について実施します。

2 保育所および幼稚園の再配置
西地区の保育所と幼稚園を統合し、公私連携幼保連携型認定こども園を開設し
ます。

3 公共施設の在り方検討
「豊能町公共施設再編に関する基本方針」に基づき、整備方法や運営方法等を検討
の上、行政規模に見合った公共施設再編（集約化・廃止含む。）を実施します。

4 公園緑地の樹木の適正規模の検討 不要な樹木の伐採など、適正規模について検討し、管理経費を削減します。

5 都市公園の在り方検討
大学・民間企業と連携し、都市公園の在り方を共同研究するとともに、管理経費の削
減方法についても検討します。また、防災公園等としての活用についても検討します。

6
永寿荘・ふれあい
文化センターの管
理運営方法の検討

公共施設再編後の永寿荘・ふれあい文化センターの管理運営方法、利活用につ
いて検討します。

7 東西地区における義
務教育学校の開校

東西地区の義務教育学校開校に伴い、人件費（会計年度任用職員報酬等）や維
持管理費等の適正化を図ります。

8 地域包括支援センター
の民間委託の検討

民間ノウハウ等を活用するため、地域包括支援センターを民間委託するととも
に、適正な委託料についても検討します。

9 町立福祉施設の在り方検討
町立福祉施設（たんぽぽの家・生き生きふれあいホール）の管理運営方法を含
めた在り方について検討します。

10 スポーツセンターシートスの在り方検討
施設および設備の老朽化により、施設改修や設備更新に多額の費用が今後想定
されるシートスの在り方について検討します。
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募
】
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職
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お
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ら
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吉
川
保
育
所
の
保
育
士
（
非
常
勤
職

員
）
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
子
ど
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た
ち

の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
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い
の
あ
る
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仕
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で
す
。
保
育
士
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格
を
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持
ち
の

方
の
ご
応
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お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

勤
務
場
所
＝
吉
川
保
育
所

職
種
＝
支
援
・
子
育
て
支
援
担
当
保
育
士

必
要
資
格
＝
保
育
士

募
集
人
数
＝
２
名
程
度

勤
務
日
＝
月
～
土　
週
５
日
以
内

勤
務
曜
日
・
日
数
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

勤
務
時
間
＝
実
働
７
時
間
15
分

午
前
９
時
～
午
後
５
時　
休
憩
45
分

時
間
給
＝
１
，
２
７
３
円

賞
与
＝
約
62
万
円
（
週
５
日
勤
務
の
場
合

の
年
額
）

【
応
募
・
選
考
方
法
】

　
登
録
申
込
書
兼
履
歴
書
を
広
報
職
員
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
様
式
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
。

書
類
審
査
の
上
、面
接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

※�

そ
の
他
の
職
種
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

登
録
も
随
時
受
付
中
で
す
。
詳
し
く
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
広
報
職
員
課

�

☎
７
３
９
‐
３
４
１
３

定額減税補足給付金（不足額給付）について
　令和６年度に実施しました定額減税補足給付金（調整給付）の支給額※に不足が生じる方などを対象に、
不足する金額を支給します。

　〇支給要件等
　�　令和 7年度個人住民税の課税が豊能町であって以下の不足額給付 (1) または不足額給付 (2) のいずれ
かに該当する方（本人の合計所得金額が 1,805 万円以下である場合に限ります。）

　(1) の対象となり得る方には、原則、豊能町からお知らせを 7月末ごろから順次送付する予定です。令
和 6年度個人住民税が他の市区町村で課税されていた方および (2) の対象となり得る方は、個別にお申
し出が必要になります（10月 31日までにお申し出ください）。

定額減税補足給付金（不足額給付）および定額減税の制度の詳細については、
右記の二次元コードから、内閣官房ホームページをご覧ください。

〇定額減税や給付金をかたった不審な電話やメールにご注意ください
　�　定額減税については、税務署・都道府県・市区町村から、「定額減税の関係で還付を受けられるので」
と切り出し、個人情報（銀行の口座番号や暗証番号など）をメールや電話でお聞きすることや、ATM
を操作していただくような連絡をすることはありません。
　�　不審な電話や SMS、被害の相談については、警察相談専用電話（「＃ 9110」番）にお電話いただくか、
お近くの警察本部または警察署にお問い合わせください。
問＝税務課　☎７３９－３４１７

不足額給付 (1) 不足額給付 (2)
　令和 6年分推計所得税額等から算出した当初調整
給付所要額と、令和 6年分所得税額および定額減税
の確定額を基に計算した本来給付すべき所要額との
間で差額（不足）が生じる方
　（例）�令和 6年所得が令和 5年所得よりも少なく

なった方、令和 6年中に扶養親族が増えた
方など

　次のいずれの要件も満たす方
・�　所得税および個人住民税所得割ともに定額減税
前税額がゼロの方
・　税制度上、「扶養親族」から外れてしまう方
・�　低所得世帯向け給付（住民税非課税世帯給付金、
住民税均等割のみ課税世帯給付金など）対象世帯
の世帯主、世帯員に該当していない方

（例）�青色事業専従者、事業専従者（白色）�
合計所得金額 48万円超えの方

※�令和 6年にデフレ完全脱却のための総合経済対策における物価高への支援の一環として、納税者および同一生計配偶者または扶養親族 1人に
つき、4万円（令和 6年分の所得税から 3万円・令和 6年度分の個人住民税所得割から 1万円）の定額減税が行われ、定額減税しきれない
と見込まれる方には、調整給付金（当初調整給付金）を支給しました。
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☎
７
３
９
‐
３
４
２
５　

７
３
９
‐
１
９
１
９

✉kensetsu@
tow
n.toyono.osaka.jp

令
和
８
年
度　
大
阪
府
豊
能

地
区
公
立
学
校
事
務
職
員

採
用
選
考
受
験
案
内

時
＝
（
１
次
試
験
）
10
月
４
日
（
土
）
、

（
２
次
選
考
）
10
月
28
日
（
火
）
・
29
日

（
水
）

対
＝
平
成
８
年
（
身
体
障
が
い
者
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
昭
和
39

年
）
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者

員
＝
５
名
程
度

申
＝
大
阪
府
豊
能
地
区
教
職
員
人
事
協

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
８
月
14
日

（
木
）
午
前
10
時
か
ら
８
月
28
日
（
木
）

午
後
５
時
ま
で
の
受
信
分
有
効

※�

郵
送
お
よ
び
持
参
に
よ
る
申
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

ホームページはこちら

問
＝
大
阪
府
豊
能
地
区
教
職
員
人
事
協
議

会　
☎
０
６
‐
６
８
５
８
‐
３
３
４
１

豊
能
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を

８
月
８
日（
金
）に
行
い
ま
す

時
＝
８
月
８
日
（
金
）
午
後
２
時
～

所
＝
役
場
本
庁　
２
階
会
議
室

問
＝
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
７
３
９
‐
３
４
１
３

「
豊
能
町
都
市
計
画
に
関
す

る
用
途
地
域
の
変
更
（
素

案
）
」
に
つ
い
て
、
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す

　
本
町
で
は
、
豊
能
町
都
市
計
画
に
関
す

る
用
途
地
域
の
変
更
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
＝
８
月
４
日
（
月
）
～
９
月
５
日

（
金
）

閲
覧
場
所
＝
役
場
本
庁
（
１
階
行
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
）
、
吉
川
支
所
、
図
書
館
、
中

央
公
民
館
図
書
室
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法
＝
電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
郵
送
、
持
参

※�
特
に
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
件
名
・

住
所
・
氏
名
・
意
見
本
文
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

対
＝
町
在
住
・
在
勤
の
方

問
・
提
出
先
＝
建
設
課（
都
市
計
画
グ

ル
ー
プ
）

万里一空万里一空
　８月に入り、暦の上では立秋を迎え、秋の気配を感じる頃とされていますが、まだまだ厳
しい暑さが続いており、秋の訪れはまだしばらく先のようです。
　８月は、公園や里山などで蝉の鳴き声が賑やかな季節ですが、町内でも、吉川中学校にお
いて、義務教育学校の開校に向けた改修工事が本格化し、また、東地区においても、企業誘
致によりホームセンターの開業に向けた工事が始まるなど、将来のまちづくりや地域の活性
化に向けた槌音が響くようになりました。
　来春には、東西それぞれの地区で義務教育学校（とよの東学園・とよの西学園）が開校し、

まちの景色も少しは違ったものになると思いますが、今後も、公共施設の再編整備や公私連携幼保連携型認定
こども園の設置といった事業を進めていくことによって、皆さんにもまちの生まれ変わる姿をご覧いただき、
少しずつではありますが、まちの変化を感じていただけるのではないかと思っています。
　しかしながら、一方で、こうした事業には多額の費用が必要で、できるかぎり国の補助金や地方債といった
財源を確保しながら取り組んでまいりますが、町税の減少が続く現状を踏まえますと、今後も一般財源である
基金を取り崩しながら財政運営を行わざるを得ない状況が続くものと思われます。
　そのため、このたび、将来にわたり持続可能な行財政運営を目指し、「豊能町新たな行財政改革推進計画」
を策定し、行政経営の改革や施設運営の改革などに取り組むことといたしました。
　計画の取り組みによっても直ちに財政状況が改善するものではありませんが、こうした取り組みを進めるこ
とで、将来にわたり住民の皆さんが安心して暮らせるとともに、夢と希望の持てるまちづくりの推進に努めて
まいりますので、よろしくお願い申し上げます。
　まだまだ猛暑が続きますが、エアコン等を有効に活用し、水分を補給いただくなど熱中症対策を十分お取り
いただき、お過ごしくださいますようお願いいたします。

町長　上浦　登町長　上浦　登
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町
議
会　
６
月
定
例
会
議

�

（
６
月
２
日
～
12
日
）

　
町
長
が
提
出
し
、
議
決
等
さ
れ
た
案
件

お
よ
び
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○�

専
決
処
分
の
報
告
の
件
（
豊
能
町
税
条

例
改
正
の
件
）

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
軽
自
動

車
税
種
別
割
の
税
率
区
分
の
改
正
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

○�

専
決
処
分
の
報
告
の
件
（
和
解
及
び
損

害
賠
償
額
の
決
定
）

　
国
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
お

い
て
、
職
員
が
運
転
す
る
公
用
車
が
相
手

方
の
所
有
す
る
車
両
に
接
触
し
た
事
故

に
つ
い
て
和
解
し
、
町
の
過
失
割
合
を

１
０
０
％
と
し
て
、
相
手
方
に
損
害
賠
償

金
を
支
払
う
も
の
で
す
。

○�

専
決
処
分
の
報
告
の
件
（
和
解
及
び
損

害
賠
償
額
の
決
定
）

　
新
光
風
台
80
号
線
の
け
や
き
公
園
前
に

お
い
て
、
道
路
路
面
上
の
縁
石
が
ぐ
ら
つ

い
て
い
た
た
め
、
相
手
方
の
車
両
が
通
行

し
た
際
に
損
害
を
与
え
た
事
故
に
つ
い
て

和
解
し
、
町
の
過
失
割
合
を
１
０
０
％
と

し
て
、
相
手
方
に
損
害
賠
償
金
を
支
払
う

も
の
で
す
。

○�

令
和
６
年
度
豊
能
町
一
般
会
計
予
算
継

続
費
繰
越
計
算
書
報
告
の
件

　
小
中一貫
校
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

令
和
６
年
度
に
事
業
が
完
了
で
き
な
い
た

め
、同
年
度
に
執
行
し
た
諸
費
用
を
除
く
額

を
令
和
７
年
度
に
繰
り
越
し
た
も
の
で
す
。

○�

令
和
６
年
度
豊
能
町
一
般
会
計
予
算
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
報
告
の
件

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
支
援
給
付
金
給
付

事
業
、
余
野
地
区
商
業
施
設
開
設
事
業
、

ほ
場
整
備
事
業
、
な
ど
全
17
事
業
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
度
に
事
業
が
完
了
で
き
な

い
た
め
、
同
年
度
に
執
行
し
た
諸
費
用
を

除
く
額
を
令
和
７
年
度
に
繰
り
越
し
た
も

の
で
す
。

○�

令
和
６
年
度
豊
能
町
下
水
道
事
業
会
計

予
算
繰
越
計
算
書
報
告
の
件

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
等
監
視
装
置
更
新

工
事
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
に
事
業
が

完
了
で
き
な
い
た
め
、
同
年
度
に
執
行
し

た
諸
費
用
を
除
く
額
を
令
和
７
年
度
に
繰

り
越
し
た
も
の
で
す
。

○�

豊
能
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
改
正
の
件

　
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事

業
を
活
用
し
て
任
用
す
る
外
国
語
指
導
助

手
の
月
額
報
酬
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

○�

豊
能
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
改
正

の
件

　
令
和
７
年
６
月
に
支
給
す
る
町
長
の
期

末
手
当
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

○
豊
能
町
税
条
例
改
正
の
件

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
公
示
送

達
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
る

方
法
の
定
義
を
示
し
た
改
正
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

○�

令
和
７
年
度
豊
能
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
回
）
の
件

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
億
２
，
０
９
４
万
８
千
円
を
増
額
し
、

予
算
の
総
額
を
90
億
４
，
７
９
４
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、小
中一貫
校
施
設

整
備
に
係
る
工
事
請
負
費
、災
害
情
報
等

配
信
に
要
す
る
費
用
、地
域
公
共
交
通
促

進
に
係
る
支
援
補
助
金
、健
康
管
理
シ
ス

テ
ム
改
修
な
ど
に
要
す
る
費
用
な
ど
で
す
。

○
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　
寄
附
金
納
入
の
贈
与
契
約
に
関
し
、未

払
い
分
の
１
億
３
，５
１
８
万
１
千
円
お
よ

び
こ
れ
に
対
す
る
訴
状
送
達
の
日
の
翌
日

か
ら
支
払
済
み
ま
で
、年
３
％
の
割
合
に
よ

る
金
員
の
支
払
い
を
求
め
る
も
の
で
す
。

○
令
和
７
年
度
豊
能
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
回
）
の
件

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

５
１
１
万
円
を
増
額
し
、
予
算
の
総
額
を

90
億
５
，
３
０
５
万
８
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
前
記
「
訴
え
の

提
起
に
つ
い
て
」
に
係
る
訴
訟
に
要
す
る

費
用
で
す
。

問
＝
総
務
課　
☎
７
３
９
‐
３
４
１
５

豊能郡環境施設組合からのお知らせ
―　令和７年　第４回・第５回臨時会の報告　―

　豊能郡環境施設組合議会臨時会が開催されました。審議された案件および結果は、下記のとおりです。
第４回臨時会　４月２５日

第５回臨時会　５月３０日
議案第５号　工事請負契約の締結について（廃棄物管理施設設置工事）� （全員賛成　可決）

議案第６号　工事請負契約の一部変更について（廃棄物管理施設設置工事）� （全員賛成　可決）
議案第７号　豊能郡環境施設組合公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて�（全員賛成　同意）
議案第８号　豊能郡環境施設組合監査委員の選任につき同意を求めることについて� （全員賛成　同意）
問＝豊能郡環境施設組合　☎７３９-３００４
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第
２７
回
と
よ
の
大
好
き
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
に
つ
い
て

テ
ー
マ
＝
「
私
の
お
薦
め
す
る
豊
能
町
の

絶
景
ス
ポ
ッ
ト
」町
内
の
癒
し
の
風
景
、山

や
植
物
、生
き
物
な
ど
、私
し
か
知
ら
な

い
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

各
賞
の
内
容
＝

〇
最
優
秀
作
品
（
大
阪
府
知
事
賞
）

　
１
点　
賞
状
・
賞
金
３
万
円

〇�

優
秀
作
品（
豊
能
町
長
賞・大
阪
観
光
局

理
事
長
賞・豊
能
町
観
光
協
会
会
長
賞
）

　
３
点　
賞
状
・
賞
金
１
万
円

〇
入
賞
作
品

　
10
点　
賞
状
・
副
賞

〇�

フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
（
大
阪
北
部
農
業
協
同

組
合
長
賞
・
池
田
泉
州
銀
行
と
き
わ
台

支
店
賞
・
能
勢
電
鉄
㈱
賞
な
ど
）

　
賞
状
・
副
賞

応
募
作
品
＝
四
つ
切
ま
た
は
ワ
イ
ド
四
つ

切
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
で
未
発

表
で
１
年
以
内
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
。
な

お
、
応
募
作
品
は
原
則
返
却
し
ま
せ
ん
。

ま
た
版
権
・
著
作
権
は
主
催
者
側
に
帰
属

す
る
も
の
と
し
ま
す
。

入
賞
作
品
＝
入
賞
者
に
は
、
作
品
の
原
版

（
デ
ー
タ
、
ネ
ガ
、
ポ
ジ
）
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
ま
た
は
便
箋
に

所
定
の
事
項（
題
名・撮
影
年
月
日・撮
影

場
所
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
）を
明
記

の
上
、作
品
の
裏
面
に
貼
付
け
て
く
だ
さ

い
。豊
能
町
内
・
町
外
在
住
に
関
わ
ら
ず
、

１
人
あ
た
り
２
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

締
＝
12
月
９
日
（
火
）
※
消
印
有
効

発
表
＝
令
和
８
年
１
月
初
め
に
応
募
者
全

員
に
通
知

審
査
委
員
＝
全
日
本
写
真
連
盟
関
西
本
部
、

豊
能
町
観
光
協
会
役
員

表
彰
＝
入
賞
者
は
令
和
８
年
１
月
25
日

（
日
）
に
表
彰
（
予
定
）

作
品
展
示
＝
町
立
公
民
館
等
に
て
掲
示

（
予
定
）

問
・
作
品
送
付
先
＝
豊
能
町
観
光
協
会
事

務
局
（
農
林
商
工
課
内
）　

☎
７
３
９
‐
３
４
２
４

✉kankou@
tow
n.toyono.osaka.jp

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

養
成
講
座
受
講
生
募
集

　
豊
能
町
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
等
の
理

解
と
愛
着
を
深
め
、
町
内
の
魅
力
を
広
げ

る
ガ
イ
ド
活
動
に
加
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

第
１
回
目　
９
月
19
日
（
金
）

第
２
回
目　
９
月
27
日
（
土
）

ど
ち
ら
か
の
受
講
日
を
選
択
く
だ
さ
い
。

所
＝
吉
川
自
治
会
館

講
座
内
容
＝
①
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
活
動
②
豊
能
町
全
体
の
観
光
資
源
③

吉
川
地
区
の
概
況
④
吉
川
地
区
現
地
研
修

（
午
後
）

修
了
証
＝
座
学
研
修
と
現
地
研
修
を
受
講

さ
れ
た
方
に
は
修
了
証
を
授
与
し
ま
す
。

な
お
、
受
講
後
、
希
望
者
に
は
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
へ
の
入
会
手
続
き
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
＝
①
地
域
の
探
求
、
観
光
振
興
に
興
味

の
あ
る
方
②
豊
能
町
の
魅
力
を
広
く
発
信

す
る
た
め
に
、
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動
さ
れ

る
意
欲
の
あ
る
方

員
＝
各
日
10
名

￥
＝
１
，０
０
０
円（
保
険
料
、テ
キ
ス
ト
代
等
）

申
＝
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
載
の
上
、
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

宛
先
＝
ハ
ガ
キ
：
〒
５
６
３
‐
０
２
９
２

（
住
所
記
載
不
要
）
豊
能
町
観
光
協
会
事

務
局　
宛

✉kankou@
tow
n.toyono.osaka.jp

７
３
９
‐
１
９
１
９

締
＝
９
月
16
日
（
火
）

問
＝
豊
能
町
観
光
協
会
事
務
局
（
農
林
商

工
課
内
）

☎
７
３
９
‐
３
４
２
４

主
催
＝
豊
能
町
観
光
協
会

協
力
＝
豊
能
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
会

と
よ
の
観
光
ま
つ
り
開
催
の

ご
案
内

時
＝
８
月
30
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
雨
天
の
場
合
、
翌
日
に
順
延

所
＝
初
谷
ひ
ろ
ば
（
吉
川
２
１
７
）

能
勢
電
鉄
・
妙
見
口
駅
か
ら
徒
歩
５
分

イ
ベ
ン
ト
内
容
等
＝
石
こ
ろ
ア
ー
ト
、太

鼓
演
奏
、ダ
ン
ス「
Ｔ
Ｄ
Ｓ
」、メ
ダ
カ
す
く

い
、ラ
イ
ブ「
く
で
け
ん
＆
エ
リ
カ
」、青
空

カ
ラ
オ
ケ
、フ
ジ
バ
カ
マ
を
植
え
よ
う
体
験
、

木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、初
谷
清
掃
散
策
、大
抽
選
会
な
ど
。

￥
＝
無
料

問
＝
豊
能
町
観
光
協
会
事
務
局
（
農
林
商

工
課
内
）　
☎
７
３
９
‐
３
４
２
４

農
地
利
用
状
況
調
査（
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
）を
実
施
し
ま
す

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第
30
条
第

１
項
に
基
づ
き
、
８
月
か
ら
町
内
の
す
べ

て
の
農
地
を
対
象
と
し
た
農
地
利
用
状
況

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、農
地
の
有
効
利
用
が
な
さ

れ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。耕
作

さ
れ
ず
に
著
し
く
雑
草
の
繁
茂
す
る
農
地

が
あ
る
場
合
は
、速
や
か
に
草
刈
り
な
ど
を

行
い
適
正
な
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
調
査
時
に
皆
さ
ま
の
所
有
地
に

立
入
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
林
商
工
課

内
）　
☎
７
３
９
‐
３
４
２
４

特
　
　
集

案
内
一
般

健
康
・
福
祉

安
全
・
生
活

教
育
・
子
育
て

情
報
あ
れ
こ
れ

9 2025.8　広報とよの

案
内
一
般




